


『歴史言語学』第 9 号の発刊に寄せて

日本歴史言語学会会長

上野　貴史

　ここに、『歴史言語学』第 9 号を皆様にお届けする運びになりましたことを、心から嬉し
く思います。昨年度の『歴史言語学』第 8 号は学会誌の発行形態を変更したこともあり、か
なり遅れた発刊となりましたが、今年は現在も沈静化を見せないコロナ渦の中、順調に学会
誌が発行できる運びになったのは、ひとえに、会員の皆様、そして運営を担当していただい
ている理事の皆様のご尽力のおかげと、心より感謝致しております。
　『歴史言語学』第 9 号におきましては、日本手話に関する手話歴史言語学、チベット・ビ
ルマ語派ルイ語群に属するチャック語数詞における比較方法による祖語再構、ヴェーダ語に
みられる命令的言及法から見る印欧祖語における命令法パラダイム、といった三本の研究論
文と、2019年大会における公開シンポ「進化言語学への招待」に対する趣旨説明並びに五
本の基調講演概要が収められております。ご寄稿くださった方々並びに編集委員会の方々の
ご尽力に心から感謝申し上げます。
　歴史言語学は、狭義には、個別言語の過去の資料を元にその変化を明らかにするために、
特に比較方法により言語の系統を明らかにしてそれらの祖語と変化を推定したり、内部再構
により方言などを基にして個別言語の古い形を推定したりするという言語学の一つの学問分
野になります。しかしながら、このような狭義の歴史言語学においては、歴史言語学自体の
認知度や言語学に占める比重の低下が避けられないのが現状となっております。このような
中、日本歴史言語学会は、狭義の枠にとらわれず、広義に「言語の変化」という現象を隣接
諸分野と連携しつつ学術交流を図る学会として設立されております。『歴史言語学』第 9 号
に掲載されました研究論文と公開シンポの基調講演概要は、まさにこのような広義な歴史言
語学と合致する内容となっております。
　『歴史言語学』が分野や領域の枠を超えた研究交流を行う重要な機能を果たす場として、
さらに日本歴史言語学会を発展させていくために、今後とも会員の皆様からの積極的かつ多
様なご投稿をお待ちしております。
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